
「ファンタジーと SF：英米文学を中心に」（模擬授業：埼玉県立浦和東高等学校、令和

6年 12月 12日） 

 

埼玉県立浦和東高等学校の高校 1年生に対して行った。英米文学を中心に、ファンタジー 

と SFの流れを紹介した。冒頭で 2024年 3月に英語になった Isekaiを紹介し、多様性のあ 

る日本であるからこそ、転生や転移といった考え方できることを紹介した。また、『不思 

議の国のアリス』『オズの魔法使い』の意味づけ、フランケンシュタインコンプレックス 

について解説し、シンギュラリティについても触れた。 


